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日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 
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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 

1. 最近の検査命令における追加実施項目                             (2023 年 12 月上旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

12/1 
タンザニア産 

ごまの種子 
総アフラトキシン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001173667.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb 

12/8 
中国産 

にんじん 
メピコートクロリド 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001177003.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。 
 
2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2023 年 11 月下旬～12 月上旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

11/27 
中国産 

きくらげ 
クロルフェナピル 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001171665.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

11/28 
タイ産 

ニオイタコノキ 
シペルメトリン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001172268.pdf 

基準値 5 mg/kg – ppm 

12/6 
ベトナム産 

赤とうがらし 
アセフェート 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001175986.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。 
 
3. 最近のタイ産品の輸入違反事例                                      (2023 年 11 月下旬) 

日付 品名 不適格内容 基準 検査の種類 

11/22 チョコレート類 
二酸化硫黄  

0.051 g/kg 検出 
0.030 g/kg  自主検査 

11/29 生鮮ニオイタコノキ 
シペルメトリン  
8 ppm 検出 

5 mg/kg – ppm 
モニタリング

検査 
 
★ RASFF マンスリーレポート 

EU におけるタイ産品の違反状況                                        (2023 年 12 月上旬) 

日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

12/7 スイス 
トウガラシ(Capsicum spp.)中の 

オメトエート  

border rejection 

notification 
 
★ オメガ-3脂肪酸を含む製剤による健康リスク増大の可能性（BfRによる情報） 

欧州医薬品庁(EMA)による臨床試験では、オメガ-3脂肪酸を含む製剤の服用により、心疾患のある人や

その兆候のある人での心房細動リスクの増大が指摘されている。そのためドイツ連邦リスク評価研究所

(BfR)は、心疾患又はそれに相当するリスク因子を有する消費者においては、医師と相談した上でオメ

ガ-3脂肪酸を含む製剤を摂取すべきと勧告している。一方で、DHAやEPA(ドコサヘキサエン酸及びエイ

コサペンタエン酸)といった魚油由来の長鎖オメガ-3脂肪酸は、循環器疾患及び血管疾患の予防のよう

な健康促進効果を有すると考えられているため、魚油は強化食品などに幅広く使用される。このような

背景から、BfRは2009年にDHAとEPAの多量摂取による健康リスクを評価し、コレステロール値の増加や

心疾患患者の死亡率の増加などについてのエビデンスを示した。しかし多量摂取の長期的な影響はまだ

十分に調査されておらず、BfRは食品へのDHAとEPAの添加について最大基準値の設定を勧告している。 
 
※詳細は次のURLを御覧下さい。 

https://www.bfr.bund.de/cm/349/omega-3-fatty-acid-supplements-can-increase-the-risk-of-

atrial-fibrillation-in-heart-patients.pdf 
 
※次号のOMIC Food Safety Newsletter No.593の発行は、2024年1月26日とさせて頂きます。 
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